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１．調査の実施概要 

（1）対象者 

博士課程を設置する全ての大学で、平成 24 年度（2012 年４月１日～2013 年３月 31 日）に

博士課程を修了した者全員（博士学位取得の有無に関わらない。また、単位取得退学者を含

む）。 
※1. 外国人留学生や社会人学生の修了者を対象に含む。 

※2. 博士課程とは、前期・後期に区分する博士課程の後期課程のことを指す。 

・前期・後期の区分を設けていない場合はこれに相当する３年間の課程とする。 
・医・歯・薬・獣医学についてはこれに相当する４年間の課程とする。 

※3. 博士課程に在籍せずに学位を取得した者（いわゆる論文博士）、平成 24 年度より以

前に単位取得退学となり、その後平成 24 年度中に論文を提出して博士学位を取得し

た場合は、対象者としない。 

 
（2）調査内容 

対象者の基本的属性（氏名、性別、専門分野、修了した博士課程等）、就業状況、研究状

況、世帯状況など。 
 

（3）調査時点 

平成 26 年 11 月１日現在の状況について回答する。 
 

（4）調査方法 

原則として、大学から対象者へメール、電話等により回答を依頼し、対象者は調査回答用

WEB サイトにアクセスして回答することとした。また、希望する対象者には郵送、E メールによる

調査票の提出を受け付けた。 
なお、学会、経済団体からも対象者を含む博士課程修了者に調査回答を依頼した。 
 

（5）調査期間 

平成 26 年 11 月１日～平成 26 年 12 月 26 日 
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２．調査の結果 

（1）調査の回答結果 

本調査における調査の対象者数（今回調査において大学より報告のあった平成 24 年度博

士課程修了者数の合計）、依頼数（大学より調査回答の依頼がされた対象者数）、回答数は以

下の通りである。 

図表 1 調査の回答状況 

 
 

※無効回答のうち、平成 23年度以前に博士課程を修了したとする回答者(845名)について、現在、

大学を通じて修了年度を再確認中。本速報ではこれらを除く 4,353名の有効回答について、集計

した結果を掲載している。 
 

（2）回答者の属性 

① 性別 

性別については、「男性」が７割強（73.1％）を占め、「女性」（26.9％）よりも多いことが分かる。 

図表 2 性別 

  

 

  

修了者数 対象者数 依頼数 有効回答数 無効回答数
全体 16,445 15,479 13,276 (85.8%) 4,353 (28.1%) 886
設置者別

国立 - 10,882 9,022 (82.9%) 2,733 (25.1%) -
公立 - 891 801 (89.9%) 260 (29.2%) -
私立 - 3,134 2,896 (92.4%) 875 (27.9%) -

（注）ここでの「修了者数」とは、平成24年度博士課程修了者数（平成25年度学校基本調査）とする

男性

3,181人

73.1%

女性

1,172人

26.9%

(n=4,353)
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② 国籍と現在住んでいる国 

国籍、現在住んでいる国ともに「日本」が８割強（83.9％、85.6％）を占めている。 

図表 3 国籍と現在住んでいる国  

  

 

③ 年齢（生年） 

生年から現在の年齢（2014 年現在）を求めたところ、「31～35 歳」が 31.7％と最も多く、次い

で「28～30 歳」30.3％、「36～40 歳」16.5％、「41～50 歳」12.0％の順となっている。 

図表 4 年齢 

 
 

  

日本

3,652人

83.9%

その他

701人

16.1%

(n=4,353)

【国籍】

日本

3,728人

85.6%

その他

625人

14.4%

(n=4,353)

【現在住んでいる国】

25～27歳

22人

0.5%

28～30歳

1,320人

30.3%

31～35歳

1,378人

31.7%

36～40歳

719人

16.5%

41～50歳

523人

12.0%

51～60歳

297人

6.8%

61歳以上

94人

2.2%

（n=4,353）
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④ 現在住んでいる都道府県 

現在住んでいる都道府県については、下記の表の通りである。「東京都」在住者が 20.3％と

圧倒的に多く、次いで「神奈川県」9.8％、「大阪府」7.7％、「京都府」5.0％の順となっている。 

図表 5 現在住んでいる都道府県 

 

  

都道府県 （人） （％） 都道府県 （人） （％）
北海道 112 3.0 滋賀県 37 1.0
青森県 26 0.7 京都府 187 5.0
岩手県 27 0.7 大阪府 287 7.7
宮城県 86 2.3 兵庫県 174 4.7
秋田県 23 0.6 奈良県 29 0.8
山形県 12 0.3 和歌山県 10 0.3
福島県 30 0.8 鳥取県 11 0.3
茨城県 150 4.0 島根県 19 0.5
栃木県 34 0.9 岡山県 50 1.3
群馬県 37 1.0 広島県 61 1.6
埼玉県 157 4.2 山口県 26 0.7
千葉県 157 4.2 徳島県 27 0.7
東京都 757 20.3 香川県 14 0.4
神奈川県 365 9.8 愛媛県 17 0.5
新潟県 45 1.2 高知県 8 0.2
富山県 23 0.6 福岡県 107 2.9
石川県 44 1.2 佐賀県 12 0.3
福井県 13 0.3 長崎県 29 0.8
山梨県 16 0.4 熊本県 31 0.8
長野県 46 1.2 大分県 25 0.7
岐阜県 36 1.0 宮崎県 15 0.4
静岡県 68 1.8 鹿児島県 25 0.7
愛知県 197 5.3 沖縄県 18 0.5
三重県 46 1.2 無回答 2 0.1

合　計 3,728 100.0
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（3）博士課程在籍時の状況について 

① 研究分野 

研究分野については、「保健」が最も多く（27.3％）、次いで、「工学」（25.0％）「理学」

（17.8％）という結果だった。 

図表 6 研究分野 

 
 

② 博士課程の在籍期間 

博士課程の在籍期間については、下表のとおりで、「3 年」が最も多く（50.1％）、「4～5 年」

（33.8％）が続くことから、博士課程の在籍期間は 3 年から 5 年が 8 割以上を占める結果となっ

た。 

図表 7 博士課程の在籍期間 

 

 

  

理学

775人

17.8%

工学

1,087人

25.0%

農学

292人

6.7%

保健

1,188人

27.3%

人文

343人

7.9%

社会

394人

9.1%

その他

255人

5.9%

不明

18人

0.4%

無回答

1人

0.0%

(n=4,353)

（n=4,353）
博士課程在籍期間区分 回答数（人） 割合

1年未満 1人 0.0%
1年 47人 1.1%
2年 208人 4.8%
3年 2,180人 50.1%
4～5年 1,470人 33.8%
6～10年 427人 9.8%
10年以上 20人 0.5%
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③ 博士号の学位取得状況 

博士号の取得状況については、「はい」が９割弱であった。学位取得年は、下表のとおりで、

「2013 年」が 7 割近くにのぼり（66.3％）、「2012 年」が 2 割弱（18.0％）である。 

図表 8 博士号の学位取得状況 

 

図表 9 博士号の学位取得年 

 

 

 

  

はい

3,839人

88.2%

いいえ

514人

11.8%

(n=4,353)

（n=4,353）
学位取得年区分 回答数（人） 割合

2009年 1 0.0%
2010年 2 0.0%
2011年 1 0.0%
2012年 785 18.0%
2013年 2,887 66.3%
2014年 163 3.7%
無回答 514 11.8%
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④ 博士課程に在籍する前の社会人経験、主婦・主夫経験 

博士課程に在籍する前の社会人経験については、５割強が「ある」（53.3％）と回答し、５割弱

が「ない」（46.2％）と回答した。 
また、主婦・主夫経験については、「ある」が１割弱（8.3％）と少なく、「ない」が８割以上

（83.1％）であった。 

図表 10 博士課程に在籍する前の社会人経験、主婦・主夫経験 

  

 

⑤ 博士課程在籍中の仕事継続状況 

社会人経験がある場合、博士課程在籍中の仕事の継続状況を尋ねたところ、「在職していた」

が６割強（62.2％）にのぼる。 

図表 11 博士課程在籍中の仕事継続状況 

 
 

ある

2,320人

53.3%

ない

2,010人

46.2%

無回答

23人

0.5%

(n=4,353)

【社会人経験】

ある

360人

8.3%

ない

3,618人

83.1%

無回答

375人

8.6%

(n=4,353)

【主婦・主夫経験】

在職していた

1,442人

62.2%

休職していた

139人

6.0%

離職していた

552人

23.8%

上記に該当しない

176人

7.6%

無回答

11人

0.5%

(n=2,320)
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⑥ 博士課程在籍中の日本学術振興会の特別研究員採用状況 

博士課程在籍中の日本学術振興会の特別研究員採用状況については、「応募していない」

が最も多く 65.3％だった。「DC1 に採用された」（7.3％）「DC2 に採用された」（10.4％）を合わ

せても２割程度である。 

図表 12 博士課程在籍中の日本学術振興会の特別研究員採用状況 

 
 

 

⑦ 博士課程修了時の借入総額 

博士課程修了時に返済義務のある借入総額は、下表のとおりである。半数近くが借入金がな

く（46.4％）、借入がある場合は、「200～500 万円未満」が最も多く（40.7％）、次いで「500～
1,000 万円未満」（34.0％）である。 

図表 13 借入総額 

 

 

  

応募していない

2,842人

65.3%

応募したが、採用さ

れなかった

710人

16.3%

DC1に採用された

316人

7.3%

DC2に採用された

454人

10.4%

無回答

31人

0.7%

(n=4,353)

（n=4,353）
借入総額区分 回答数（人） 割合

0円 2,019 46.4% （「0円」と「無回答」を除いた割合）

1～100万円未満 81 1.9% 5.2%
100～200万円未満 209 4.8% 13.3%
200～500万円未満 637 14.6% 40.7%
500～1,000万円未満 532 12.2% 34.0%
1000～1999万円未満 101 2.3% 6.4%
2,000万円以上 7 0.2% 0.4%
無回答 767 17.6%
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⑧ 学費免除状況 

博士課程の学費免除状況については、「免除はなかった」が６割弱と最も多く（58.9％）、「一

部免除された」が３割弱（27.4％）、「全額、免除された」が１割弱（9.8％）であった。 
学費免除額については、７割弱（63.3％）が「無回答」であった。続いて、「1～100 万円未満」

（16.6％）、「100～500 万円未満」（11.5％）だった。 

図表 14 学費免除状況 

 
 

図表 15 学費免除額計 

 

 

  

免除はなかった

2,564人

58.9%

一部 免除された

1,193人

27.4%

全額 免除された

428人

9.8%

おぼえていない、分

からない

96人

2.2%

無回答

72人

1.7%

(n=4,353)

（n=4,353）
返済免除額区分 回答数（人） 割合

0円 38 0.9%
1～100万円未満 724 16.6%
100～200万円未満 500 11.5%
200～500万円未満 147 3.4%
500～1,000万円未満 7 0.2%
1000～1999万円未満 7 0.2%
2,000万円以上 2 0.0%
無回答 2,928 67.3%
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⑨ 研究指導者 

博士課程在籍時、誰からの研究指導を最も多く受けたかを尋ねたところ、「所属する大学の、

指導教員」が８割強（83.7％）を占めた。 

図表 16 研究指導者（最も多い指導者） 

 
 

図表 17 研究指導者（二番目に多い指導者） 

 
  

所属する大学の、指

導教員

3,645人

83.7%

所属する大学の、同

じ専攻の教員等（指

導教員を除く）

243人

5.6%

所属する大学の、異

なる専攻の教員等

（指導教員を除く）

68人

1.6%

所属する大学以外

の、教員等

129人

3.0%

先輩、ポスドク等の

研究員

144人

3.3%

その他の指導者

69人

1.6%
いない、思いつかな

い

17人

0.4%

無回答

38人

0.9%

(n=4,353)

所属する大学の、指

導教員

399人

9.2%

所属する大学の、同

じ専攻の教員等（指

導教員を除く）

1,785人

41.0%

所属する大学の、異

なる専攻の教員等

（指導教員を除く）

220人

5.1%

所属する大学以外

の、教員等

458人

10.5%

先輩、ポスドク等の

研究員

813人

18.7%

その他の指導者

234人

5.4%

いない、思いつかな

い

229人

5.3%

無回答

215人

4.9%

(n=4,353)



11 

図表 18 最も多い指導者からの研究指導頻度 

 

 

図表 19 二番目に多い指導者からの研究指導頻度 

 
 

  

１週間に１回か、そ

れ以上

2,591人

59.5%

１ヶ月に１～２回程

度

1,336人

30.7%

３ヶ月に１回程度

273人

6.3%

半年に１回程度か、

それ以下

82人

1.9%

無回答

71人

1.6%

(n=4,353)

１週間に１回か、そ

れ以上

1,014人

23.3%

１ヶ月に１～２回程

度

1,439人

33.1%

３ヶ月に１回程度

860人

19.8%

半年に１回程度か、

それ以下

586人

13.5%

無回答

454人

10.4%

(n=4,353)
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⑩ インターンシップについて 

インターンシップの経験の有無については、「ない」が９割近く（89.3％）を占め、「ある」は１割

に満たなかった。（9.6％）。 
インターンシップ受入機関については、「民間企業」が最も多く４割弱（38.4％）で、次いで「大

学」が 33.4％、「公的研究機関等」が 16.9％だった。 

図表 20 インターンシップ経験の有無 

 

図表 21 インターンシップ先 

 
  

ある

419人

9.6%

ない

3,886人

89.3%

無回答

48人

1.1%

(n=4,353)

大学等

140人

33.4%

公的研究機関等

71人

16.9%

民間企業

161人

38.4%

非営利団体

24人

5.7%

その他・無所属

19人

4.5%

無回答

4人

1.0%

(n=419)
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⑪ 進学理由 

博士課程に進学理由としては、「深く研究したい課題・問題意識があった」が最も多く 67.7％
で、次いで「研究すること自体に興味があった」（65.4％）、「大学教員や研究者になるために必

須だった」（37.9％）が続いた。 

図表 22 進学理由（複数回答） 

 

⑫ 満足度 

博士課程在籍時の教育、指導に対する満足度については、「満足している」が 44.7％で、半

数近くをしめる。次いで、「まあ満足している」（35.2％）「どちらともいえない」（6.0％）と続く。 

図表 23 満足度 

 

67.7% 65.4%

37.9%

17.7% 17.4% 15.7% 4.6% 4.3% 4.1% 3.6% 0.9%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

深
く
研
究
し
た
い
課
題
・
問
題
意
識
が

あ
っ
た

研
究
す
る
こ
と
自
体
に
興
味
が
あ
っ
た

大
学
教
員
や
研
究
者
に
な
る
た
め
に
必

須
だ
っ
た

親
や
指
導
教
授
等
か
ら
進
学
を
す
す
め

ら
れ
た

博
士
号
を
取
れ
ば
、
良
い
仕
事
や
良
い
収

入
が
期
待
で
き
る
か
ら

雇
用
先
で
勧
め
ら
れ
た
、
ま
た
は
学
位
が

必
要
だ
っ
た

学
生
と
い
う
身
分
で
い
た
か
っ
た

そ
の
他

就
職
す
る
時
期
を
先
に
延
ば
す
た
め

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
等
が
得
ら
れ
た

無
回
答

満足している

1,946人

44.7%

まあ満足している

1,533人

35.2%

どちらともいえない

466人

10.7%

あまり満足していな

い

263人

6.0%

全く満足していない

111人

2.5%

無回答

34人

0.8%

(n=4,353)
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（4）仕事について 

① 現在の就業状況 

1) 現在の就業状況 

現在の就業状況については、「おもに仕事」が９割以上（92.3％）を占めた。 

図表 24 現在の就業状況 

 

 

2) 求人情報入手先 

求人情報の入手先としては、「指導教員、先輩からの紹介」が最も多く４割弱（38.2％）で、次

いで、「就職サイトや新聞のメディアから等」が 19.7％、「同僚、知人からの口コミ、紹介」が

11.4％だった。 

図表 25 求人情報入手先 

 

おもに仕事

4,016人

92.3%

家事・通学+仕事

119人

2.7%

休業中

31人

0.7%

求職中

95人

2.2%

通学・家事等

56人

1.3% その他

36人

0.8%

(n=4,353)

就職サイト（J-rec in
等）や、新聞のメディ

アから等

822人

19.7%

職安等の公的な雇

用紹介機関で探し

た

41人

1.0%

大学のキャリアセン

ターなどで探した

183人

4.4%

学会等の研究コミュ

ニティからの情報

144人

3.5%

指導教員、先輩から

の紹介

1,592人

38.2%

同僚、知人からの口

コミ、紹介

474人

11.4%

その他

808人

19.4%

無回答

102人

2.4%

(n=4,166)
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3) 労働時間 

一週間あたりの労働時間については、「49-59 時間」が最も多く、次いで「35-42 時間」だっ

た。 

図表 26 労働時間 

 

4) 総収入（仕送り、資産収入、社会保障給付金等、仕事以外の収入を含む） 

昨年１年間の総収入については、「400-500 万円未満」が最も多く、次いで「300-400 万円未

満」、「500-600 万円未満」だった。 

図表 27 総収入 

 

3.6

1.6 0.9 1.8
3.0

17.2

12.4

10.4

20.8

9.9
8.0 7.7

2.7
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0
（％）

0.2 2.3 3.5

6.2

9.3

14.5

17.5

12.5

6.8
5.4

7.1
5.1

3.7
2.8 3.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0
（％）
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5) 労働収入 

昨年１年間の労働収入については、「400-500 万円未満」が最も多く、次いで「300-400 万円

未満」、「500-600 万円未満」だった。 

図表 28 労働収入 

 

② 雇用先について 

1) 雇用先の経営組織 

雇用先の経営組織は、「大学等」が５割弱（49.5％）で最も多く、次いで。「民間企業（法人）」

が 29.2％、「公的研究機関等」が 11.5％であった。 

図表 29 雇用先の経営組織 

 

  

2.2
3.3 3.2

6.0

8.5

14.2

17.3

11.9

6.3
5.3

6.9
5.0

3.5
2.6

3.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0
（％）

個人事業主

144人

3.5%

民間企業（法人）

1,218人

29.2%

大学等

2,061人

49.5%

公的研究機関等

478人

11.5%

非営利団体

94人

2.3%

その他・無所属

171人

4.1%

(n=4,166)
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2) 組織規模 

組織規模については、「1000 人以上」が５割弱（46.8％）で最も多く、「100～499 人」が続い

た（21.5％）。 
 

図表 30 組織規模 

 

 

3) 雇用形態 

雇用形態については、「正社員・正職員」が６割強（62.5％）で最も多く、「契約社員、任期制

研究員など」が続いた（28.7％）。 

図表 31 雇用形態 

  
 

  

調査数 4,166 100.0
10人未満 200人 4.8
10人～29人 177人 4.2
30人～99人 285人 6.8
100人～499人 894人 21.5
500人～999人 514人 12.3
1000人以上 1,949人 46.8
無回答 147人 3.5

正社員・正職員

2,602人

62.5%

派遣労働者

28人

0.7%

契約社員（嘱託含

む）、任期制研究員

など

1,197人

28.7%

パートタイム労働者

（アルバイト含む）

178人

4.3%

事業主（家内労働

者、在宅ワーカー含

む）

65人

1.6%

その他

96人

2.3%

(n=4,166)
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③ 仕事に関する意識 

1) 学位と仕事の関係 

学位と仕事の関連性については、「強く関連している」が 47.6％で、「やや関連している」が

40.5％だった。 

図表 32 学位と仕事の関係 

 

  

強く関連している

1,983人

47.6%
やや関連している

1,689人

40.5%

関連していない

445人

10.7%

無回答

49人

1.2%

(n=4,166)
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2) 仕事の満足度 

仕事の満足度（内容）については、以下のとおりで、「満足している」が41.6％で、「まあ満足し

ている」が 39.4％で、「満足している」と「まあ満足している」合わせて 8 割を超えている。 
仕事の満足度（待遇・処遇）については、以下のとおりで、「満足している」が 25.4％で、「まあ

満足している」が 34.7％で、「満足している」と「まあ満足している」合わせて 6 割を超えている。 

図表 33 仕事の満足度（内容） 

 
 

図表 34 仕事の満足度（待遇・処遇） 

 
 

  

満足している

1,734人

41.6%

まあ満足している

1,642人

39.4%

どちらともいえない

415人

10.0%

あまり満足していな

い

233人

5.6%

全く満足していない

90人

2.2%

無回答

52人

1.2%

(n=4,166)

満足している

1,058人

25.4%

まあ満足している

1,447人

34.7%

どちらともいえない

727人

17.5%

あまり満足していな

い

571人

13.7%

全く満足していない

273人

6.6%

無回答

90人

2.2%

(n=4,166)
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④ アカデミア・公的研究機関での仕事について 

1) 職階 

アカデミア・公的研究機関の職階については、「その他」が最も多く、24.7％で、次いで「ポス

ドク」が 22.8％、「助教」が 22.4％、「講師」が 13.0％だった。 
※特任は「その他」とした。 

図表 35 職階 

 

2) 任期 

任期については、「任期あり」が６割弱で 59.2％、「任期なし」が 31.9％、「任期あり（テニュアト

ラック制によるもの）」が 8.9％であった。 
最長任期期間は、「無回答」が最も多く 62.0％、「３年」10.3％、「５年」9.8％、「１年」8.1％。 

図表 36 任期 

 

研究助手

69人

2.7%

ポスドク

579人

22.8%

非常勤講師

123人

4.8%講師

331人

13.0%

助教

568人

22.4%

准教授

169人

6.7%

教授

72人

2.8%

その他

628人

24.7%

(n=2,539)

任期なし

809人

31.9%

任期あり（テニュアト

ラック）

226人

8.9%

任期あり

1,504人

59.2%

(n=2,539)
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図表 37 最長任期期間 

 

 

  

（n=4,353）
最長任期区分 回答数（人） 割合

0年 8 0.2%
1年 353 8.1%
2年 233 5.4%
3年 448 10.3%
4年 87 2.0%
5年 425 9.8%
6～10年未満 51 1.2%
10年以上 48 1.1%
不明 1 0.0%
無回答 2,699 62.0%
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（5）研究活動状況について 

① 現在の研究活動 

現在論文発表や特許取得など具体的な成果を目指した研究活動を行っているか尋ねたとこ

ろ、「はい」が 76.4％で、「いいえ」が 23.6％だった。 

図表 38 現在の研究活動 

 

 

② 科研費の応募、採択状況 

科研費の応募、採択状況は下表のとおりで、平成25年度、26年度とも「応募する資格がなか

った」が最も多く（37.6％、29.8％）、次いで「応募する資格があったが応募していない」が続い

た（24.8％、28.5％）。 

図表 39 科研費の応募、採択状況（平成 25 年度） 

 

 

   

 

  

はい

3,324人

76.4%

いいえ

1,029人

23.6%

(n=4,353)

N

採
択
さ
れ
た

採
択
さ
れ
な

か

っ
た

応
募
す
る
資
格

が
あ

っ
た
が
応

募
し
て
い
な
い

応
募
す
る
資
格

が
な
か

っ
た

無
回
答

3,324 374 778 824 1,250 98
100.0% 11.3% 23.4% 24.8% 37.6% 2.9%
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図表 40 科研費の応募、採択状況（平成 26 年度） 

 

 

 

③ 学振ＰＤの採用状況 

学振ＰＤの採用状況は下表のとおりで、「１度も応募していない」が最も多く、75.73％で、次い

で「応募したことはあるが、採用されていない」が 16.1％だった。 
 

図表 41 学振ＰＤの採用状況 

 

 

学振ＰＤの種類は下表のとおりで、「PD」が９割近くを占める（87.1％）。 

図表 42 学振ＰＤの種類 

 

  

N

採
択
さ
れ
た

採
択
さ
れ
な

か

っ
た

応
募
す
る
資
格

が
あ

っ
た
が
応

募
し
て
い
な
い

応
募
す
る
資
格

が
な
か

っ
た

無
回
答

3,324 461 789 946 990 138
100.0% 13.9% 23.7% 28.5% 29.8% 4.2%

N

１
度
も
応
募
し
て

い
な
い

応
募
し
た
こ
と
は

あ
る
が

、
採
用
さ

れ
て
い
な
い

２
５
年
度
に
採
用

さ
れ
て
い
る

２
６
年
度
に
採
用

さ
れ
て
い
る

無
回
答

3,324 2,516 535 159 42 72
100.0% 75.7% 16.1% 4.8% 1.3% 2.2%

N
Ｐ
Ｄ

Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ｒ
Ｐ
Ｄ

海
外
特
別

研
究
員

無
回
答

201 175 6 2 15 3
100.0% 87.1% 3.0% 1.0% 7.5% 1.5%
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その他のフェローシップの採用状況は下表のとおりで、「いいえ」が９割強を占める（94.2％）。 

図表 43 その他のフェローシップ 

 

④ 論文発表 

論文発表本数は下表のとおり。「３～５本」が最も多く、28.3％で、次いで「無回答」（25.3％）、

「２本」（15.0％）、「１本」（11.6％）と続く。 

図表 44 論文発表本数 

 

 

  

N
は
い

い
い
え

無
回
答

3,324 102 3,132 90
100.0% 3.1% 94.2% 2.7%

（n=4,353）
論文本数区分 回答数（人） 割合

0本 229 5.3%
1本 507 11.6%
2本 654 15.0%
3～5本 1,234 28.3%
6～10本未満 416 9.6%
10～20本 191 4.4%
21本以上 20 0.5%
無回答 1,102 25.3%
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⑤ 特許 

特許出願状況は下表のとおり。「０件」が最も多く、６割近く（59.5％）が出願していない。次い

で「無回答」（27.1％）、「１件」（5.3％）と続く。 

図表 45 特許出願状況 

 

⑥ 実用新案等 

実用新案取得件数は下表のとおり。「０件」が最も多く、７割（70.2％）が実用新案を取得して

いない。次いで「無回答」（27.6％）、「１件」（1.2％）と続く。 

図表 46 実用新案取得件数 

 

 

 

  

（n=4,353）
特許出願数区分 回答数（人） 割合

0件 2,591 59.5%
1件 232 5.3%
2件 87 2.0%
3～10件 165 3.8%
11件以上 100 2.3%
無回答 1,178 27.1%

（n=4,353）
実用新案取得件数区分 回答数（人） 割合

0件 3,057 70.2%
1件 51 1.2%
2～10件 40 0.9%
11件以上 2 0.0%
無回答 1,203 27.6%
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（6）世帯の状況 

① 世帯主 

世帯主は、「本人」（76.6％）で最も多く、「夫・妻」（12.0％）、「親」（10.4％）である。 
 

図表 47 世帯主 

 
② 同居人数 

同居人数は、「1 人」（35.6％）が最も多く、次いで「2 人」（20.4％）、「3 人」（19.3％）と続く。 
 

図表 48 同居人数 

 

 

  

本人

3,269人

76.6%

親

445人

10.4%

夫・妻

511人

12.0%

祖父母

9人

0.2%

その他

31人

0.7%

(n=4,353)

（n=4,353）
同居人数区分 回答数（人） 割合

1人 1,550 35.6%
2人 887 20.4%
3人 842 19.3%
4人 665 15.3%
5人以上 274 6.3%
無回答 135 3.1%
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③ 婚姻上の地位 

婚姻上の地位については、「配偶者あり」53.8％で、「未婚」が 42.4％である。 

図表 49 婚姻上の地位 

 
④ 15 歳未満の子どもの数 

15歳未満の子どもの数については、「0人」が最も多く67.5％で、次いで「1人」が15.5％、「2
人」が 11.0％と続く。 

図表 50 15 歳未満の子どもの数 

 

 

  

未婚

1,844人

42.4%
配偶者(パートナー）

あり

2,342人

53.8%

離・死別

85人

2.0%

無回答

82人

1.9%

(n=4,353)

（n=4,353）
15歳未満の子どもの数区分 回答数（人） 割合

0人 2,939 67.5%
1人 673 15.5%
2人 480 11.0%
3人 119 2.7%
4人以上 20 0.5%
無回答 122 2.8%
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